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　　1−Methvlthiosemicarbazide　was 　converted 　in　 the 　 soil　 systenl 　 under 　 nooded　 conditions 　 into

three 　 substances 　 includiing　an 　antibacterial 　 substance 　 when 　app ！ied　しQ 　the 　paddy 　water ．　The

antibacterial
　 subs 　t：

　nce 　 and 　one 　of 　the 　uther 　 substan ⊂ es 　were 【aken 　up 　by　 rice 　 plant ．　Since　 the

antibacterial 　substance 　is　retalned 　ill　the 　rice 　plant　for　a　fairly　long　Period ，　 it　apPears 　that　good

pe 匸formance 　of 　1一皿 cthylthiosemicarbazide 　in　contrQl 　 of 　l〕aderial 夏eaf 　blight 〔〕f　rice 　when 　aPplie 〔l

to　the 　paddy 　water 　can 　be　attr 弖buted　to　the 　三intibacterial 　 substance ・　Through 　extraction 　of　the

antibacterial 　 substance 　 from 　 rice 　 plant　and 　its　purification，　it　 wus 　identif］ed 　 as 　2−aIr 】ino−L3 ，4−

thiadiazole ．

緒 言

　 1一メ チ ル チ オ セ ミカ ル バ ジ ド CH ，NHNHCSNH2 は ，

田 面水中施 用 に よ り良好 な イ ネ白葉枯病防除効果 を示す

こ と を報告 した
1）．　し か し，1一メ チ ル チ オ tt ミ カ ル バ ジ

ドを 茎蘂 に 散布 し た場合防除効果は 認 め られ ず ， ま た 寒

天 培 地 上 で イ ネ 白葉枯病菌 に 対 し 抗菌力 を 示 さ ない
1）．

こ の よ うに 茎葉散布で は 無効 で 抗菌力 を示 さ な い 1一メ

チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドが ， 田面水 中施用に よ りなぜイ

ネ白葉枯病に対 し高い 防除効果を示す か に つ い て 検討 を

行 な っ た と こ ろ ， 知見を得た の で樶告す る．

実験材 料ならび に 方法

　1．　 イ ネ 白葉枯病菌

　農林省農 業技術研究 所 か ら分
tj．され た XanthO 〃 ionas

or ＞
・．xaef （Uyeda　et 　Ishiyama ）Dowson 　H 　5809 菌株を用

い た ．

　 2．　 イ　 　 ネ

　イ ネ 品種 は 金南風 を 用 い た．！f5000aワ グ ナ
ーポ ヅ ト

に イ ネ苗 を 2 本 植 え，温 室 内 で 水 田 状態 で 栽培 し 穂ば ら

み 期 の もの を試 験 に 用 い た ．水深 は 常 に 約 4cm に 保 ち ，

と く に ポ ッ ト下部 か ら水 を抜 い た り し な か っ た．

　 3・　 供試化合物

　1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ド原体な らび に 5％ 粒剤を

用 い た ，と も に ，ペ ーパ ーク 卩 マ トグ ラ ム ヒで 他 の ス 「ド

ッ トを 認 め な い もの を用 い た．

　4． 供試土壌

　埼 玉 県戸 旧 市 水 田 の 作 土 層よ り採 取 し た 七 壌 を 風 乾

し ， 径 2mm の 篩 で 分け た もの を用 い た ．土壌の 成因は

沖積，土 性 は 埴 土 で あ る．

　5・　 イネさ く汁液 の 抗菌力検 定

　 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ド5％ 粒剤 を， 1 ポ ッ ト当

た り何効成分 と し て 200mg 田 両水中に 施用 し
，

3 凵 後

イ ネ を茎部 か ら切 断し乳鉢 で す りつ ぶ し ，
ペ ーパ ・一デ f
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ス ク法 に よ りそ の 汁液の 抗菌 力 を検定し た ，被検菌 は イ

ネ 白 葉 枯 病 菌 H5809 菌株を用 い ， 培地 は 脇本培地
2｝ を

用 い た ．対照 と して 無処 理 区 の イ ネ体さ く 汁液 を 用 い

た．

　6・　 イネ体よ り抗菌性物質 の抽出

　 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル パ ジ ド5％粒剤を 1 ポ ッ ト当た

り有効成分量 で 200mg 田面水 中 に施用 し ， 所定時間後

イ ネ を茎部 か ら切 りと り，
こ の イ ネ の 生体重 ユOg 当た

り 100ml の メ タ ノ ール を 加 え ミ キ サ ーで 5 分間攪拌粉

砕 し た の ち ， ガーぜ で 濾 過 し た 濾 液 を 4 ℃ で 征 分

12 ，000 回転 ， 30 分間遠 心 分離後 メ タ ノ ール 可溶分画を

採取 し減圧濃縮後試料 と し て 川 い た ．

　7・　化合物の 土壌処理

　水田土壌 300g に 蒸留水 30Qml を加 え 攪拌 し た の ち ，

1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ド 5％ 粒剤 を有効成分 で 200

mg 施 用 した．処哩後 27℃ に 所定時聞保 っ た の ち ， 水

田土 壌 を 濾紙 で 濾過 し そ の 濾液を試料 と し て 用 い た ．殺

菌土 壌に よ る 処 理 の 場 合 に は 水 田 土 壌を高圧 滅菌器 で 殺

菌 し ， 殺菌蒸留水 を 加 え ， 以後 の 操作 は す べ て 無菌状態

で 行 な っ た．

　＆ 　水耕栽培

　1！5000a ポ ッ ト育成 の 成稲 を 根部に傷がつ か な い よ う

注意し て 土壌 を洗 い お と し ， 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ

ド 5％ 粒 剤 を 有効成分 で 1，000ppm の 濃度 に な る よ う

施用 し た 100ml の 水 中に 根部 を浸 し ， 所定期聞栽培 し

た、

　 9・ ペ ーパ ー
ク ロ マ トグラ フ ィ

　東洋濾紙 No ．527 を用 い 展 開溶媒は ，

−t　7 ゼ ン ： メ

9 ノ ール ＝4 ； 1 の 混合液 を用 い た．

　10． バ イオオ
ー

トゲラ フ ィ

　 イ ネ 白葉枯病菌 H5809 菌株を被検菌 と し ， 培地は脇

本培地
Z）

を用 い て 検定用寒天平板を作成 し ， そ の 上 に ペ

ーパ ー
ク 巨 マ ト グ ラ フ ィ で 展開 し た 濾紙 を 風乾後 20 分

間 は りつ け濾紙 を と り除 い た の ち ，
27℃ の 定温 室 に 36

時閻 お い て 菌 の 生育 阻止帯 を観察し た ．

　 1L 　呈色反応

　ペ ーパ ーク 卩 マ ト グ ラ フ ィ に よ り ， 展開後 の 濾紙 に

O．1N 硝酸銀 と 5N ア ソ モ ＝ ア 水 と の 混合液
3）
を噴霧 し

呈色状態を観察 し ， さらに 風乾後 105℃ で 10 分問加

熱 して 呈色状態を観察 した ．

　 12・ 紫外線吸収曲線

　試料を水 に とか し ， 自記分光光度計 （日立 モ デ ル 356）

を用 い て 紫外部吸収 山線 を 測定 した ．

　13・ 抗菌性物質の精製な らびに同定

　イ ネ 体よ り抽出した メ タ ノ
ール 濃縮液 を シ リ カ ゲ ル 薄

層プ レ ー
ト （メ ル ク シ リ カ ゲ ル 60F −254）上 ク ロ ロ ホ ル

ム ； メ タ ノ ール ＝10 ： 3 の 混合液 で 展開 した の ち ， 活性

部分をか き と りメ タ ノ ール で 抽出し ， 減 圧 濃縮 し析出し

た 結晶を エ タ ノ ール 中 で 再結 させ ，
こ れ を 赤外分光光 度

計 （日 立 モ デ ル EPI−G3 ）を用い
， 臭化 カ リ ウ ム 錠剤と

し て 赤外線吸収 曲線 を 測定 した ．

実　験　結　果

　 1・ 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドを 田 面水 中施用 し た

　　　 イネ体 さく汁液 の 抗菌力

　 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドを 田 面水中 に 施月」し た イ

ネ体 の さく汁液 の 抗菌性 を 検定 し た と こ ろ ， 直径 30m 皿

以上 の 大 きな阻止 円 を形成 し ， 抗菌力を有す る 物質 の 存

在 が 判明 し た ．

　 2・ 1一メ チ ル チ オ セ ミカ ル バ ジ ドを 田 面 水 中 施 用 した

　　　 イネ体中よ り抗菌性物質の 抽出

　 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドな ら び に イ ネ体 さ く酒
’
液

中の 抗菌性物質は ，
メ タ ノ ール に 転溶す る こ と が 判明 し

た の で イ ネ 体中 よ りメ タ ノ ール で 抽出 しペ ーパ ーク ロ マ

ト グ ラ フ ィ に よ る分離を行な っ た．展開 した濾紙を風乾

した の ちバ イオ オ Pt ト グ ラ フ ィ を行 な っ た と こ ろ ，
　 Rf

値 0．3 付近 に抗菌力を有す る 物質 の 存在 が 判明 した ．さ

らに ， そ の 部位 の 濾紙を LJ］りと りメ タ ノ ール で 抽 出後 ，

メ タ ノ ール を 除き水 中 で の 紫外線吸収 曲線を調べ た と こ

ろ ，
249nm に 単

一
の 最大吸収 を有 す る吸収曲線 を得た．

1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドは 236nrn に 最 大 吸収 を 示

す こ とか ら ， 抗菌性 物質 は 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ 1レ バ ジ

ドと は 異な る もの で ある こ とが判明 した ．

　 3・ 1一メ チ ル チ オ セ ミカ ル バ ジ ドと抗菌性物質との

　　　 識別

　1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル パ ジ ドと抗菌性物質を容易に 識

別 す る た め ，
1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル パ ジ ドの メ タ ノ ール

溶液 な らび に イ ネ 体 か ら抽出 し た 抗菌性物質を含む メ タ

ノ ール 濃縮液 を ペ ーパ ーク 卩 マ トグ ラ フ ィ で 展 開 し，風

乾 した 濾 紙 に つ い て 各 種 呈 色 反 応を試 験 し た ．そ の 結

果 ， ア ン モ ニ ア 性硝酸銀溶液を噴霧す る と 1一メ チ ル チ

オ セ ミ カ ル バ ジ ドは R∫値 0 ．38 で 黒褐色 を 呈 し ， さ ら

に 風乾後 ユ05℃
，

10 分間加熱す ると抗菌性物質 は 1｛f
値 O．30 で灰色を呈す る こ と が 判明 した．こ れ らの こ と

か ら， 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドと抗菌性物 質 （以 後

本物質を 生成物 （1）とす る）と の 識別 は 先 の イ ネ 白葉

枯病菌 に 対す る 抗菌 力 の 有無，紫外線吸収曲線 の 違 い の

ほ か に ， 本実験 の ペ ーパ ーク ロ マ トグ ラ フ ィ に よ る 1〜ノ

値 ならび に 呈色反応 の違い に よ り行なう こ とが で き る よ

うに な っ た （Table　1），
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一Eleotronio 　Library 　



Pesticide Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Pestioide 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

Joumal （ゾ1セ5∫癖 漉 5d8 ノ露‘61 （4），
　Nove 皿 ber　1976 297

Table 　 1Differences 　between　1−methylthiose 皿 i・

carbazide 　and 　its　products．

1−Methyl・
thioseml ．　 　

．一．

earbazide 　　　　（1）

Pエoducts

（II） （HI）

Antlbacteria！
activity　to
X ．orvorle

UVm 。 z　 in　H20 　 236nm

R ∫ vahle

（Benzene；MeOH 　O．38
　　　　 ＝4 ：1）

Ammoniac 　silver 　 Dark
nitrate 　 reaction 　　　brown

一← 十

249nm 　 242　nm 　 248　nm

0．30　　　0，08　　　　0．20

・ ・ey £臨
（

識 浄

　 　 　 　 　（1）

　 　 　 　 　（IIり

　 　 　 　 　（ll）

　 　 　 　 　 　 A　 　 　1　 　 3　 　 5

　　　 　　　 Days　after　treatment

Fig．2　Paperchromatogram　of 　 1−methylthiosemi ・

　　　 carbazide （A ） and 　 soil 　extracts 　from　l　 to

　　　 5days 　 after 　 paddy 　water 　 treatment 　 of

　　　 1−methyithioseml ¢ arbazi 〔le．

　4． 1一メチ ル チオセ ミカル バ ジ ドを 田 面水中施用後 イ

　　　ネ体中に 形成す る抗菌性物質の消長

　 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドを 田面水 中 に 施用後 1，

3，5，7，10，20El に イ ネ体 を メ タ ノ
ール で 抽出し ，

ペ

ーパ ーク ロ マ トグ ラ フ ィ ， 呈色反応な らび に パ イ オ オ ー

トグ ラ フ ィ を 行 な っ た ．形成 され た ス ポ ッ トの 大 きさを

肉眼 で 観察し た と こ ろ ，
Fig．1 に 示 す よ うに 施 用 1 日後

1．0

Rf

0．5

0A
13571020

　 Days 　 after 　treatment

（1）

（1り

Fig．1　PaperchromatograIn 　 of 　 1−methylthiosem レ

　　　 carbazide （A ）and 　rice 　 extracts 　from　l　to

　　　 20days 　 after 　 paddy 　wate τ tTeatment 　 of

　　　 1−methylthiose 叩 icarbazide．

に 生成物 （1 ） の ス ポ ッ トが 出現 し そ の 大 きさ は 施用 5

日 後 ま で 増 大 し ， 施用 20 日後で も 5 日後と ほ ぼ 同じ 大

きさを示 し た．イネ体 か らは こ の 生成物 （1）の ほ か に

生成物 （H ）（Table　1）が 検出さ れ た が ，
1一メ チ ル チ オ

セ ミ カ ル バ ジ ドは 検出されなか っ た ．

　 5．　 水 田 土 壌 中 に お け る 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ

　　　 ドの 変換

　1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドを水 田土 壌に 施用後 1，

3
，
5 冂に 水田土壌濾過液 に つ い て ペ ーパ ーク 卩 マ ト グ ラ

フ ィ ，呈色反応 な らび に バ イオ オ ートグ ラ フ ィ を行 な っ

たと こ ろ ，
Fig・2 に 示すよ うに 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル

パ ジ ドは 検出 さ れ ず ， 生 成 物 （1 ）な らび に （n ） と も

う 1物質生成物 （皿 ）（Table　1）が検出 された．生成物

（皿 ）の 呈色状態 は ア ソ モ ニ ア 性 硝酸銀溶 液 で 褐 色 とな

りr 加熱に よ り灰色 を 呈 し結果的 に 灰褐色 を呈 し た．

　6・ 殺菌土壌中に お け る 1一メ チ ル チオ セ ミカ ル バ ジ

　　　 ドの変換

　1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドを 殺菌 した 水 田土壌 に 施

用 後 1
，

3
，
5 日 に 水田土 壌濾 過 液 に つ い て

， 無殺 菌 の 水

田 ヒ壌 に施用 した 場合 と 同様に ，ペ ーパ ーク 卩 マ ト グ ラ

フ ィ ， 呈色反応 な らび に バ イ オ オ ー ト グ ラ フ ィ を 行 な っ

た とこ ろ ， 先 の 無殺菌土壌の 場合 と同 じ く生 成物 （1 ），

（H ）， （皿 ）が 検出 さ れ た ．肉眼観察 に よ る ス ポ ッ トの 大

きさ は ， 無殺 菌 上 壌 の 場合 と ほ ぼ同 じで あ っ た．

　7． 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ド溶液中で 水耕栽培し

　　　た場合イネ体中に 出現す る物質 の 消長

　 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ド溶液 中に イネの 根 を浸 し

3， 5， ユ0 日後イ ネ体を メ タ ノ ール で 抽出 し ，
ペ ーパ ーク

ロ マ トグ ラ ブ イ ， 呈色反応 な ら び に パ イ オ オ ー トグ ラ フ

ィ を行 な っ た．そ の 結果 Fig・3 に 示 す よ うに ，イ ネ 体中

1．O

Rf

0．5

　

）

1
肛

　 　 　 　 O
　 　 　 　 　 　 A 　　 3　　 5　　 10

　　　　　　 Days 　 after 　treatment

Fig．3　Paperchro 田 atogram 　 of 　 1−methylthiosemi −

　　　 carbazide （A ） and 　rice 　extracts 　from　3　to

　　　 lO　days　after 　water 　treatment 　of 　 1一皿 ethyl −

　 　 　 thiose 皿 icarbazide　in　water 　 culture ．
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か ら 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル パ ジ ドと生 成物 （1 ）の ほ か

に 土壌中で検出され た生成物 （皿 ）が検出 さ れ た ．

　8・ 抗菌
ll

生物質の精製な らびに同定

　1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル パ ジ ドを 田 面水中に 施用 した イ

ネ 体 よ り メ タ ノ ール で 生 成物 （1 ） を抽出 し，薄層 タ μ

マ ト グ ラ フ ィ を行 な っ た と こ ろ ，
Rf 値 0．56 付近 に抗

菌性 が 認 め られ た の で
，

こ の 部 分 を メ タ ノ ール で 抽出後

減 圧濃縮 し析 出 した 結晶を再 結 させ た の ち ， 紫外線吸 収

曲線ならび に 赤外線吸収 曲線 を調 べ た と こ ろ ， 生成物

（1 ）は 2一ア ミ ノ ー1， 3， 4一チ ア ジ ア ゾール （m ，p．197℃ ）

と一
致 した （Fig．4）．

4000　　　　　　3000　　　　　　　2000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1000　　　　　　　　　　　　　　　　400

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ZL「ave 　length　ぐCM
−

】
）

　Fig．4　1n丘ared 　spectra 　of 　antil ）acterial 　 substance （A ）and 　2−amillo −

　　　　 1，3，4−thiadiazole （B）in　KBr 　disc．

考 察

　本研究 に よ り 1一メ チ ル チ オ セ ミカ ル バ ジ ドは 田面水

中 に 施用 され た の ち，イ ネ 休 に吸収 さ れ 抗菌性物質に代

謝され る こ と も考
’
え られ る が ， 施用後湛水土壌 中 に お い

て 抗菌性物質 を 含む 少 な く と も三 つ の 化合物 に 変換し て

か ら イ ネ 体内 に 吸 収 さ れ ， イ ネ 体内 に長期 に わ た り保持

さ れ る もの と 推 定 さ れ る 結 果を得 た ， こ の よ う な 理 出で

イ ネ 自葉枯病菌 に 対 し抗 菌力を 示 さ ず ， ま た 茎 葉 に 散 布

し た 場 合は ま っ た く防除効果を示さない 1一メ チ ル チ オ

セ ミ カ ル バ ジ ドが口面水 中 に施ナ11する こ と に よ り， 良好

な イ ネ 自葉枯病防除効果を 示 す も の と 考 え ら れ る．既

存 の 殺 菌剤 の 中 に は ，も と も と 抗菌力 を も っ て い る も の

が環境 に お い て 解毒代謝 さ れ る 例 は 多数 知 ら れ て い る

が ， 別 の 活性化合物 に 変化す る もの もあ る ．た と え ば ベ

ノ ミ ル 　 （meth ＞
・1　 1・（butylcarbamoyl）−2−benzimidazele．

carbamate ）は そ れ 自身抗菌活性 を有す る が ，
こ れを土壌

中 に 施用 し た場合， 植物体 か ら は浸透性な ら び に抗菌 力

を 有 す る カ ル ベ ソ ダ ジ ム （methyl 　 2−benzimidaz  1e−

carbamate ）が検出され て い る
4，5）．ま た チ オ フ ァ ネ

ー
トメ

チ ル （dilnethyl　4，
4’・・0 −phenylene 　bis（3−thioallophanate ））

は 土 壌中に施用 し た場合 丿 植物体 か ら 閉環 した 形の 浸透

性な らび に 抗菌力 を 有す る カ ル ペ ソ ダ ジ ム が 検出され

て い る
e）． 1一フ ー’．ニ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドは そ れ 自身抗

菌力 を 示 さ な い が ， 植物 に 散布 され た の ち抗菌 力 を有す

る 1一フ ェ
ニ ル ア ゾ チ オ ホ ル ム ア ミ ドに 化学変化す る

7）．

しか し な が ら ， 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドの よ うに ，

　　　　　　　 ま っ た く抗菌 力 を示 さ な い 化合 物が 土 壌

　　 中で抗菌 力 の 高 い 化合物に変換 し て か ら

　　 植物体 に 吸収 さ れ 防除効果を 示す例は 知

　　 られ て い ない ．1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル パ

　　 ジ ドが 変換 し て 生 ず る 抗菌性物質 は ， 理

　　 化学的検討に よ り 2一ア ミ ノー1，
　3，

　4一チ ア

　　 ジ ア ゾ ール で あ る こ とが 判 っ た が
，

こ の

　　 物質 は 強 い 植物浸透性 を有 し殺 菌作用 を

　　 有す る こ とが 示 さ れ て い る B）。 1一メ チ ル

　　 チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドを 田 面7k 中に施用 1

　　 日後に は ， すで に 2一ア ミ ノー1
， 3，

4一チ ア

　　 ジ ア ゾール が イ ネ体 中 に 現われ 5 目ま で

　　 増 加 し ， そ の 後 20 日 経 て も イ ネ体 に 残

　　　　　　　 存 して い る．2一ア ミ ノ
ー1

， 3 ，
4一チ ア ジ ア

　　　　　　　 ゾ ール は 化学的 に 安全 で 一ヒ壌吸 着は 比較

　　　　　　　 的少 な い 物質 で あ る 8） と こ ろか ら， 田面

　　　　　　　 水 中に施 用 さ れ た 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ

　　　　　　　 ル バ ジ ドは 土壌 中で 変換が行な わ れ ， 形

成 され た 2一ア ミ ノ
ー1

，
3

，
4一チ ア ジ ア ゾ ール が イ ネ休内 に

と り込 ま れ る もの と考え る．

　 ／一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ド溶 液 中 で 水 耕 栽 培 した 場

合，田面水 中 に 施用 した ときに は 検出され なか っ た 1一メ

チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドが ， イ ネ 体 か ら検出 さ れ た．土

壌を含む田水 に 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドを加 え た

場合 f ネ 体 に検出 さ れ な い の は ，
こ の 物質が 土 壌表面 に

と どま り，根 に 到達 し な い 可能性 があ り， ま た本物質 の

土 壌 吸 着 が 大 き い こ と も考え られ ， 土 壌 に 吸冶さ れ な い

場合 で も ， 士 壌 の 存在 に よ り根 か ら の 吸収 が 妨 げ られ る

こ と も考え られ る．

　 水 田 土 壌中 で の 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル パ ジ ドの 変換

に 七 壌微生物が 開与 し て い る こ とを完全 に は 否定 で きな

い が ，殺 菌土壌中 で も同様 の 変換 が行な わ れ る と こ ろ か

ら ， 主 と し て 士 壌中の 物質 が 関与す る 化学反応 が 行 なわ

一れ るもの と推定され る，ζ の 場合 ， 反応 は 脱水素反応 で
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あ る の で ，土 壌 中 に 存在 す る 酸化力 を有す る 物 質が 闥与

し て い る 可能性 が 大 き い ．

　1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドが 抗菌性物質で あ る 2一

ア ミ ノ
ー1，3，4一チ ア ジ ア ゾール に 変 換 す る際 に 形 成 さ れ

る他の 2 生 成物 の 化学構造 に つ い て は ， 現在 の と こ ろ 明

ら か で は な い ．ま た ， 円 而水 中 に 施 用され た 1一メ チ ル チ

オ セ ミ カ ル パ ジ ドの 土壌中 に お け る変換の 機 作や形成 さ

れ た 物質 の イ ネ 体 へ の 吸収， 移行量やその 速度等定量的

な検討 ， さ ら に イ ネ休中 に 長 く残存 し た 場合 ， 米粒 中 へ

の 移行 の 有無 に つ い て も興味あ る課題 と し て さらに 検討

を加 え る 予定で あ る，

要 約

　 1一メ チ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドは 田 面 水 巾に 施 用 さ れ た

の ち ，湛水 上 壌系巾に お い て 抗菌性 物質 を含む 三つ の 化

合物 に 変換 し ， 抗菌性物質 と他の 1 成分 は イ ネ 体 内 に 吸

収さ れ た 、抗菌性物質 は イ ネ体 内 で 艮期 に わ た り保持 さ

れ る と こ ろ か ら，ユ
ー
メ ヂ ル チ オ セ ミ カ ル バ ジ ドの 田面水

中施用に よ る す ぐれ た イ ネ 白葉枯病防除効果は ， 本抗菌

性物質 に よ る もの と考 え られ る，払菌性 物質 を イ ネ体 よ

り抽出精製 し 同定 し た と こ ろ ， 2一ア ミ ノ ー1
，
3，4一チ ア ジ

ゾーウ で あ っ た．
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